
　　　　

2026 年 3 月 18 日

9 時 30 分から 19 時 0 分まで あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念

（十愛療育会）横浜市における障害医療・福祉の中核となるよう専門性を高め、その持てる機能を広く地域に提供し、障害児者とその家族がより安心で快適な生活を送れるよう支援
します。　（事業所）利用者が笑顔で楽しめる場とともに様々な社会体験の出来る場所にしていく。またご家族の思いに寄り添いながら、利用者の自主性を尊重し持っている力を発揮
出来る場面を創出していく。

事業所名 たっちいずみの　りずむ 作成日支援プログラム

視覚、聴覚、触覚等の感覚を活用して、認知機能の発達を促す支援を行う
【プログラム・取り組み】　音楽やリズムを使って五感を刺激する活動（太鼓の達人、カラオケ）、調理活動、創作活動、感覚遊びなど

コミュニケーションの基礎的能力の向上（発声、指差し、身振り、表情等の活用）
絵カード、写真カードの活用
【プログラム・取り組み】　みんなで取り組む活動、ふれあい遊び、かくれんぼ　など

他者とのかかわり（人間関係）の形成、仲間づくりと集団への参加
【プログラム・取り組み】　はじまりの会、おわりの会、みんなで取り組む活動（ハロウィン、夏祭り等イベント）、ふれあい遊び、他事業所交流など

支援方針

○ひとりひとりを尊重し、気持ちを大切にします（個の尊重）　○利用者と協力し合い住みやすい共同生活をつくります（相互協力）
○障害者の権利擁護と虐待防止を進めます（権利擁護）　○関係機関と協力し合う支援を行います（連携）
○地域のさまざまな方々と交流し地域に開かれた施設を目指します（交流）

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等 お花見、プール（水遊び）、夏祭り、他事業所交流、ハロウィン、生活介護事業所合同イベント等季節催し　など

家族支援

家族懇談会（事業報告会）を開催します
ご家族の困りごとや不安を傾聴し、一緒に考えていきます
出来たことや楽しんでいたことなどを共有し、一緒に喜びます

移行支援

個々のライフステージに合わせた支援を実施します
卒後の進路先と連携します

地域支援・地域連携

併用事業所、学校など、必要時連携を取ります
地域自立支援協議会・障害児通所支援事業所連絡会に参加し、地域課題の共有
・解決や研修に参加
防犯・防災訓練等、近隣住民の方と避難行動の協力体制をつくっていきます

職員の質の向上

地域自立支援協議会勉強会
他事業所への見学研修
関係者会議への参加・外部研修への参加・法人オンライン研修　等

支　援　内　容

健康状態のチェックと小さなサインから心身の異変に気づけるようきめ細やかな観察を行う
日々の生活習慣・リズムを身につけられるよう支援します
【プログラム・取り組み】　健康観察、時間に応じた行動の切り替え（来所時・帰宅準備等）、トイレトレーニングなど

姿勢と運動・動作の向上、保有する感覚の総合的な活用
セラピストを中心とした身体運動を実施
【プログラム・取り組み】　風船バレー、ボッチャ、プール、玉入れ、歩行器トレーニングなど
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